












 

   

先天代謝異常症およびクレチン症の新生児マス・スクリーニングによって,心身障害の発生   

予防に大きな効果を収めているが,その効果を一層高めるためにマス・スクリーニングのシ

ステム化や新しい検査法の開発,その精度管理が必要であり,また,発見された症例の早期

治療効果を追跡調査することが必要である。更にその難治性のために医療費の公費負担制

度がとられている小児内分泌,代謝,血液疾患,すなわち,小児慢性特定疾患の実態を把握す

ると共に,その治療と予後を研究して一層効果的な生活指導並びに治療を可能とするのが

本研究の目的である。そこで,クレチン症,若年型糖尿病,先天性副腎機能障害,新生児マ

ス・スクリーニングの対象となっている先天代謝異常症,カルシウム代謝障害,代謝性蓄積

症,血友病,慢性血小板障害,口蓋裂による咀しゃく障害をとりあげ，その調査,研究を行い,

治療効果を一層高めるのが本研究の目的である。 


